
件名: 第６１回定例会報告 （添田幹事 記） 

  

磐城高校第１８回卒 在京会各位 

  

令和元年 12 月 6 日（金）レストラン飛鳥に於いて開催された磐城高校第１８回卒在京会第６１回定例会 

は、下記 36 名（在京メンバー29 名、いわきメンバー7 名)が参集し、今回も元気で楽しい一時を過ごす事

が  

出来まして幹事一同、感謝感激です。 

  

  定例会は定刻の午後５時開始予定のところ、４時前に高萩良郎君、金成幸伸君等、三々五々メンバー 

が集まり始め、店内の各所で前段が開始されました。 

  総合進行役の石澤幹事から「定刻となりました。」の発声と、門馬成美君差入の高級酒等が紹介 披露 

され、歓声と同時に早速、栓が明けられました。 

  

  続いて猪狩事務局長から出席人員報告、原代表幹事の開会挨拶、更に、いわきメンバー代表 として 

作山茂保君の挨拶があり、在京同窓会会長の鈴木正晃君から活動状況等の報告と資料や情報提供 が 

あり、久々の出席となった佐藤俊次君からも近況報告があり、乾杯の音頭は例会皆勤賞の 織内英紀君 

が執り行い、酒宴と歓談に入りました。 

  

  美味しい料理と酒で体が温まった頃、金成 代君の再乾杯があり、今回も高萩良郎君が 船橋シニアア 

ンサンブルで鍛えたアルトサックスの腕前を披露し、アンコール曲を含め３曲を演奏しました。 

  

  話題となっていたのは、台風 19 号とその後の洪水被害に関して、いわきメンバー 各位の救援活動等、 

盛り沢山でしたが、今回も、大病を克服し、闘病中ながらも参加して下さった 多数の方々が自らの体験談 

や旧友と再会できた喜びと健康の大切さ等に花を咲かせておりました。 

  

  中締は、國井宏造君の 「いわきタクシーのバスに乗って甲子園に応援に皆でイクゾー！！！」 の声に、 

笑いと同意の歓声が上がりました。 

  涙と笑いの時間が瞬く間に経過した午後 7 時半頃、高萩良郎君のアルトサックス伴奏で、校歌斉唱が  

行われ、合唱部出身の丹 務君がエール発声を行い参加者一同が元気を頂戴致しました。 

  

 全員が立ち上がっている状況を見逃さず、写真担当沼田幹事の指揮のもと集合写真の撮影  

（添付写真参照）が行われました。 

  この集合写真の配信につきましては、末尾に添田（旧基地局）からの連絡を記載しましたので長く なり 

ますが最後まで、お付き合い願います。  

  

 いわき市内への帰宅時間を考慮して飛鳥の店舗前から特別チャーター便に乗り込んで行くいわき 



メンバーに対する見送り行事を行なったのは午後８時前でした。 

 引き続き、在京メンバーは、飛鳥店内に居残り、二次会を実施し、次回第 62 回(令和 2 年 6 月 5 日)の  

生存確認の為の再会を約束し合い、別れを惜しみながら午後８時半前に散会となりました。 

  以下、長文となりますが参加者の氏名(総員 36 名)を紹介させて頂きます。 

  

----------------------------------記 （参会者氏名 ５０音順・敬称略）-------------------------------------------------------- 

【在京メンバー29 名】  

 1 五十嵐健治 2  猪狩恒男  3 石澤宏一 4 大井川万砂隆 5  小川   浩   6 織内英紀     7  金成 代   

   8   金成英雄    9 金成幸伸    10  金賀和夫  11  叶多則之     12  栗原輝進  13   佐藤俊次  14 鈴木正晃 

15   添田   稔     16  高木憲爾   17  高木佑一  18  高萩良郎   19 高本正美    20  丹  務   21  沼田 傑     

22 長谷川和恵  23 羽石泰弘  24 原 雅英      25  星 秀明   26 山本茂雄    27 吉田弘志    28 渡部重

彦 

29 藁谷友治 

【いわきメンバー７名】  

  1    國井宏造      2   酒井 顕     3  作山茂保   4  園部 優      5   田子康男      6   門馬成美     7  吉田正博 

  

--------------------------------- 【旧基地局（添田）連絡】 --------------------------------------------------------------------------- 

  

 今回、原代表幹事から「今、我々に必要なのは、身体と頭と仲間だ。」との話が有りました。 

これまで基地局としてメール配信を担当して参りました添田にとりまして、この言葉は痛烈に響きました。 

 

 


